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３．尚，本論文の主要部分はこの分野の主要国際誌である Journal of Environmental
Psychology （Elsevier）に単著論文として掲載済みであり，大津氏の研究は国際的にも相当
の評価を受けているのを付言したい．
４．残された課題は多いが，まずは，迷路で確かめられた知見が，実際の空間，例えば大学
構内や都市，でも成立するかどうかは確認されなければならないだろう．また，本論文で新
たに提案された「移動軌跡情報」や「分節化仮説」にはさらなる検証が必要だろう．
結論
以上より，本審査委員会ではこの研究は博士（教育学）の学位に値するものであると認める．
